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【 1 】下のⅠ～Ⅳを読んで、以下の問いに答えなさい。 

Ⅰ 

 

 

 

Ⅱ 

 

 

 

Ⅲ 

 

 

 

Ⅳ 

 

 
 

    注：史料中の    部は共通の地域名が入るものではない。 

 

問 1   A   ～   C   に当てはまる国名を正式名称で記入しなさい。 

問 2 下線部(a)の表現が必要であった理由を、「台湾」という語句を使って説明しなさい。 

問 3 下線部(b)の表現が必要であった理由を、「南北」という語句を使って説明しなさい。 

問 4 下線部(c)を示したものとして正しいものを、右の地図より選

んで記号で答えなさい。 

  ① ア，イ  ②イ，ウ  ③ウ，エ  ④イ，エ 

問 5 Ⅰ～Ⅳを時代の古い順から正しく並べなおしたものとして適

切な記号を乱で答えなさい。 

  ① Ⅳ→Ⅲ→Ⅱ→Ⅰ    ② Ⅳ→Ⅲ→Ⅰ→Ⅱ 

  ③ Ⅲ→Ⅳ→Ⅱ→Ⅰ    ④ Ⅲ→Ⅳ→Ⅰ→Ⅱ 

問 6 Ⅰ～Ⅳの時期に首相に在任していた人物として当てはまらない人物を、以下より選び記号で答え

なさい。 

①  田中角栄   ② 中曽根康弘   ③ 鳩山一郎   ④ 吉田茂 

 

 

 

 

 

 

…台湾及び澎湖諸島に対するすべての権利、権原及び請求権を放棄する。 

…千島列島並びに日本国が 1905 年 9 月 5 日のポーツマス条約の結果として主権を獲得した樺

太の一部及びこれに近接する諸島に対するすべての権利、権原及び請求権を放棄する。 

…   C   は、日本国の要望にこたえかつ日本国の利益を考慮して、(c)歯舞群島及び色丹島

を日本国に引き渡すことに同意する。ただし、これらの諸島は、日本国と   C   との間の

平和条約が締結された後に現実に引き渡されるものとする。 

…1910 年 8 月 22 日以前に大日本帝国と   B   との間で締結されたすべての条約及び協定

は、もはや無効であることが確認される。 

… 大韓民国政府は、…(中略)…  朝鮮 にある(b)唯一の合法的な政府であることが確認される。 

…日本国と   A   との間のこれまでの不正常な状態は、この共同声明が発出される日に終

了する。 

…日本国政府は、   A   が  中国 の(a)唯一の合法政府であることを承認する。 

ア 

イ 

ウ 

エ 
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【 2 】下のⅠ～Ⅲを読んで、以下の問いに答えなさい。 

Ⅰ 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

 

 

Ⅲ 

 

 

 

問 1 下線部(a)が示しているものの組合せとして適切なものを、以下より選んで記号で答えなさい。 

   ア．投資    イ．勝利    ウ．消費    エ．植民地 

  ① ア－ウ   ② ア－エ   ③ イ－ウ   ④ イ－エ 

問 2 下線部(b)を説明している文として適切なものを、以下より選んで記号で答えなさい。 

②  敗戦の傷の深さや特需の発生といった好条件の発生 

  ② 近代化によってのみ進めることができる経済成長期の到来 

  ③ 西洋列強諸国の一員として認められた国際社会における責任ある立場 

  ④ 超高齢化社会を間近に控えて求められる IT 化の進んだ合理化 

問 3 Ⅱが成立するきっかけとなった戦争の名前を答えなさい。 

問 4 Ⅱは一般的に何と呼ばれるか、法律名をアルファベットを用いて答えなさい。 

問 5 下線部(c)より前のできごととして適切なものを、以下より選んで記号で答えなさい。 

  ① プラザ合意による円高              ② 消費税の導入   

③ 国民所得倍増計画が閣議決定           ④ 第一次石油危機の発生 

 

 

 

…敗戦によって落ち込んだ谷が深かったという事実そのものが、その谷からはい上がるスピー

ドを速からしめたという事情も忘れることはできない…貧乏な日本のこと故、世界の他の国々

にくらべれば、消費や投資 の潜在需要はまだ高いかもしれないが、戦後の一時期にくらべれ

ば、(a)その欲望の熾烈
し れ つ

さは明らかに減少した。もはや「戦後」ではない。我々はいまや(b)異な

った事態に当面しようとしている。回復を通じての成長は終わった。 

…日本国政府は、   A   が 中国 の(a)唯一の合法政府であることを承認する。 

この法律は、国際連合平和維持活動、人道的な国際救援活動及び国際的な選挙監視活動に対し

適切かつ迅速な協力を行うため、…我が国が国際連合を中心とした国際平和のための努力に積

極的に寄与することを目的とする。 

アメリカ合衆国は、琉球諸島及 に関し、…すべての権利及び利益を、(c)この協定の効力発生

の日から日本国のために放棄する。日本国は、同日に、これらの諸島の領域及び住民に対する

行政、立法及び司法上のすべての権利を行使するための完全な権能及び責任を引き受ける。 

解答 

【 1 】問 2、問 3は各 2点，それ以外は各 1点 

問 1 Ａ：中華人民共和国  Ｂ：大韓帝国  Ｃ：ソヴィエト社会主義共和国連邦   

問 2 中華民国を自称する台湾と，中国の名称を争っていたため。 

問 3 朝鮮戦争の結果，朝鮮民主主義人民共和国と南北で分裂して対立したため。 

問 4 ③   問 5 ①   問 6 ②                            計 10 点 

【 2 】各 2 点 

問 1 ①  問 2 ②  問 3 湾岸戦争  問 4 PKO 協力法  問 5 ③   計 10 点 


